
1 

 

「水道における PFOS及び PFOAに関する調査の結果」の公表と岡垣町における

PFOS及び PFOAの対応状況について 

 

１．はじめに 

令和６年 11 月 29 日付で国土交通省（環境省同時発表）から「水道における

PFOS 及び PFOA に関する調査の結果（水道事業及び水道用水供給事業分）」が公

表されました。本町においては、その濃度について令和２年度に国が定めた暫定

目標値の範囲内に収まるよう適切に管理を行ってきました。今回、調査結果の公

表に合わせ、本町での検査結果や対応について報告します。 

なお、今後の水質検査結果及び対応状況につきましては、適宜報告します。 

 

２．PFOS及び PFOAの暫定目標値とは 

〇厚生労働省は、令和２年４月１日から PFOS 及び PFOA について、水道水に

おける水質管理目標設定項目に追加し、水道水における暫定目標値（暫定指

針値）を１リットルあたり 50ナノグラム（50ng/L、PFOSと PFOAの合計値）

に定めた。これは、体重 50㎏の人が、水を一生涯にわたって毎日２リット

ル飲用したとしても、この濃度以下であれば人の健康に悪影響が生じない

と考えられる水準を基に設定されたもの。 

〇環境省においても、令和２年５月 28 日、PFOS 及び PFOA を人の健康の保護

に関する要監視項目に位置づけ、公共用水域及び地下水での暫定目標値を

50ng/L以下（PFOS及び PFOAの合計値）に設定した。 

 

３．本町におけるこれまでの対応状況 

（１）水道事業での対応状況 

〇国における動きを受け、令和２年度に北九州市からの用水を除くすべての

原水、水道水において検査を実施。 

〇その結果、糠塚水源の３号井戸においては、国の暫定目標値を超える PFOS

及び PFOAの値であったものの、水道水では国の暫定目標値を下回る値であ

った。 

〇この結果を受け、水道水の PFOS 及び PFOA の値がより低下するよう、糠塚

水源３号井戸の取水時間短縮により取水量の調整を行っている。 

〇現在は、糠塚水源では年２回、水道水では毎月、PFOS及び PFOA含有量につ

いて水質検査を実施するとともに、必要に応じて取水量の調整等により暫

定目標値を超えないよう、水道水の水質の管理を行っている。 

 

（２）公共用水域及び飲用井戸での対応状況 
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①公共用水域 

○福岡県が水質汚濁防止法第１５条に基づき、県内の公共用水域（河川、海域

湖沼）において、水質測定を行っている。 

○岡垣町内では、矢矧川と汐入川において水質測定がなされており、両河川と

もに PFOS及び PFOAが確認されている。 

 

【令和４年度公共用水域水質測定結果（抜粋）】 

河川名 地点 
PFOS 

（ng/ℓ） 

PFOA 

（ng/ℓ） 

PFOS+PFOA 

（ng/ℓ） 

暫定目標値

PFOS+PFOA 

（ng/ℓ） 

矢矧川 矢矧橋 2.8 4.2 7 50以下 

汐入川 汐入川橋 2.9 5.5 8 50以下 

 

②飲用井戸 

○個人所有の井戸については、個人による維持管理がなされているところで 

あり、町として PFOS及び PFOAの検査状況の把握は行っていない。 

○水道水源井戸における PFOS及び PFOAへの対応については、国の「飲用井戸

衛生対策要領」に基づき、宗像・遠賀保健福祉環境事務所（以下「保健所」

という）が主体となり本町住民環境課・上下水道課と協力して対応。 

○具体的には、令和６年５月に糠塚水源３号井戸から半径 500ｍ以内の井戸所

有者に対し保健所（本町職員帯同）による面会及び電話連絡で、PFOS 及び

PFOA の説明等を行い、飲用として利用しないことや水質検査の必要性など

を説明した。 

 

４．今後の国の動向について 

 現在の暫定目標値を、水道法で定める水質基準値に格上げされる方向で議論

が進められている。 

 

 

５．今後の町の対応について 

（１）水道事業における今後の対応について 

〇PFOS及び PFOAの含有量については、引き続き、毎月水道水における PFOS

及び PFOA の検査及び、糠塚水源は少なくとも年に４回、その他の水源に

ついては年に２回 PFOS及び PFOAの検査を実施し、必要に応じて糠塚水源
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の取水量の調整等を行いながら、水道水の安全を確保する。 

〇PFOS 及び PFOA の対策法として活性炭による処理法が有効とされている

ため、その除去設備の設置等についての検討中。 

 

（２）公共用水域及び飲用井戸での今後の対応について 

①公共用水域 

引き続き県による水質検査の状況を把握し、県と連携を図り対応してい

く。 

②飲用井戸 

引き続き国の「飲用井戸衛生対策要領」に基づき、主体となる保健所の対

応に協力していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考：PFOS、PFOAとは） 

〇有機フッ素化合物のうち、ペルフルオロアルキル化合物及びポリフルオロ

アルキル化合物を総称して「PFAS」と呼び、１万種類以上の物質があるとさ

れている。 

〇有機フッ素化合物は、独特の性質（水や油をはじく、熱に強い、薬品に強い、

光を吸収しない等）を持ち、撥水剤、表面処理剤、乳化剤、消火剤、コーテ

ィング剤等に用いられてきた化学物質である。 

〇特にペルフルオロオクタンスルホン酸（PFOS）とペルフルオロオクタン酸

（PFOA）は、環境中で分解されにくく、蓄積性があることから、国内外にお

いて製造、使用等が規制されている。 
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糠塚水源のPFOS及びPFOAの水質検査結果

単位 ng/L

採水日
１号井戸
（旧）

１号井戸
（新）

２号井戸 ３号井戸 水道水 備考

R2.11 11 47 360

R3.2 45
6か月間、3号井戸の取水の停止
その後運転時間を18時間に短縮して再開

R3.10 20

R4.10 23

R5.4 5未満 21 320

R5.10 12 27 390 33
3号井戸の運転時間を12時間に短縮
3号井戸の取水量　約235m3/日

R5.11 22
3号井戸の運転時間を9時間に短縮
3号井戸の取水量　約175m3/日

R5.12 13

R6.2 13

R6.3 16

R6.4 5未満 130 200 23 水道水はR6.3.29に採水

R6.5 14

R6.6 17

R6.7 14
3号井戸の運転時間を12時間に延長
3号井戸の取水量　約235m3/日

R6.8 16

R6.9 17

R6.10 17
PFOS　17ng/L
PFOA　 5ng/L未満

暫定目標値　50ng/L以下 （定量下限値は、目標値の10分の1に設定している）

糠塚水源1号井戸は、令和4年度に掘り替えを実施している。

糠塚水源　計画取水量1,550m3/日　　実取水量　約1,400m3/日

水源名 黒山 吉木 浄水場内 高倉 八反田

水質検査結果（ng/L） nd nd 5 nd 10

計画取水量（ｍ3） 2,500 850 1,800 600 2,450

糠塚水源以外の水源でのPFOS及びPFOAの水質検査結果

※令和2年度の測定結果
※nd：定量下限値未満（5ng/L未満）
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国の暫定目標値、環境・水道水とも 50ng/L以下 

糠塚水源 2号井戸 

（芦屋基地内） 

R5.10  27ng/L 

R6. 4 130ng/L 

糠塚水源の各井戸の位置と有機フッ素化合物 

（ＰＦＯＳ・ＰＦＯＡ）の水質検査結果 

水道水 

R6. 4 23ng/L 

R6.10 17ng/L 

糠塚水源 3号井戸 

 R5.10 390ng/L 

 R6. 4 200ng/L 

糠塚水源 1号井戸 

R5.10 12ng/L未満 

R6. 4  5ng/L未満 
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